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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 2,837 △5.4 △302 ― △798 ― △857 ―

24年3月期第2四半期 2,998 21.4 △89 ― △373 ― △372 ―

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 △857百万円 （―％） 24年3月期第2四半期 △374百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 △8.21 ―

24年3月期第2四半期 △4.37 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第2四半期 13,349 2,498 18.7 23.60
24年3月期 17,984 2,827 15.7 32.67

（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  2,495百万円 24年3月期  2,826百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年3月期 ― 0.00

25年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,250 6.1 425 ― 160 ― 100 ― 0.95



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳細は、四半期決算短信（添付資料）３ペー
ジ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に 
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に掲載されている業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実 
際の業績等は、上記予想と異なる場合があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算 
短信［添付資料］３ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 105,728,413 株 24年3月期 86,505,413 株

② 期末自己株式数 25年3月期2Q 15,250 株 24年3月期 14,751 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 104,453,045 株 24年3月期2Q 85,265,662 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、年度当初こそ改善の兆しが見られたものの、欧州債務問題な

ど海外経済の減速が輸出を鈍化させ、補助金などの政策効果頼みの個人消費にも陰りがみられ、政治の停滞による

円高・デフレ脱却の長期化懸念が強まり、景気は再び踊り場局面に陥りました。当社グループの手がけるホテル業

においては、国内生産と消費マインドの低下が国内のビジネス及び観光需要の、また、円高とそれに追い打ちをか

けた領土を巡る中韓との摩擦が外国人訪日需要の、いずれも減少要因となり、厳しい展開を迫られました。不動産

業においては、安全志向の海外資金の流入や、ＲＥＩＴの資産の組み替えを背景に物色は活発化したものの、なお

まだ、販売価格が回復するには至っておりません。 

このような経済状況のもとで当社グループは、復興事業者向けの中長期滞在型宿泊施設『バリュー・ザ・ホテ

ル』事業の展開を核としつつ、資産保有型で不動産販売の依存度の高い経営から、ホテルマネジメントを柱とする

フィービジネスへの、事業モデルの転換を積極的に推進いたしました。 

『バリュー・ザ・ホテル』は、平成24年９月に、宮城県名取市において待望の第１号店が開業いたしました。ま

た、平成24年８月に、福島県双葉郡広野町と宮城県石巻市の２物件について、オーナーの資金調達が確定し開業が

決定いたしました。いずれも業績の貢献は第３四半期以降ですが、事業展開は加速しております。なお、本事業の

必要資金として平成24年４月に新株式発行を行い、資本金及び資本剰余金と合わせて526百万円増加いたしまし

た。また、平成24年６月に、連結子会社であった株式会社溜池管財と株式会社カンデオ・ホスピタリティ・マネジ

メントの２社の全株式を譲渡し、有利子負債を3,454百万円圧縮いたしました。この株式売却により、リーマンシ

ョック以降の当社グループ経営の重要な課題である有利子負債の圧縮を、一気に３割弱実現することとなりまし

た。 

当第２四半期連結累計期間の売上高は2,837百万円（前年同四半期比5.4％減）となりました。内訳は、不動産事

業が775百万円、ホテル事業が2,054百万円、その他の事業が８百万円であります。 

営業損失は302百万円となりました。主な要因は、不動産事業の仲介及び業務委託売上等の未達による、利益の

不足によるものであります。 

経常損失は798百万円となりました。営業外収益は、受取利息15百万円など、合計38百万円となりました。営業

外費用は、支払利息159百万円、営業債権の貸し倒れの可能性に備えた引当金325百万円など、合計533百万円とな

りました。 

四半期純損失は857百万円となりました。特別利益は、役員退職慰労金制度廃止に伴う引当金戻入額169百万円な

ど、合計215百万円であります。特別損失は、固定資産売却損138百万円、関係会社株式売却損117百万円など、合

計255百万円であります。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①不動産事業 

当セグメントの業績は、売上高946百万円、営業利益37百万円となりました。 

セグメント間の取引を消去した外部顧客との取引の結果は、売上高775百万円（前年同四半期比4.0％増）、営業

損失134百万円となりました。 

売上の内訳は、賃料売上が430百万円、震災復興事業に関連する被災地向け宿泊施設の企画立案や用地選定業務

等による業務委託売上が346百万円であります。 

②ホテル事業 

当セグメントの業績は、売上高2,054百万円、営業損失99百万円となりました。 

セグメント間の取引を消去した外部顧客との取引の結果は、売上高2,054百万円（前年同四半期比8.6％減）、営

業利益73百万円となりました。 

売上の内訳は、ホテルマネジメント売上が1,949百万円、震災復興事業関連のホテル開業業務委託売上106百万円

であります。 

③その他の事業 

当セグメントの業績は、売上高８百万円、営業損失14百万円となりました。 

その他の事業の売上は、報告セグメントに含まれない旅行業等の事業であります。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

当第２四半期連結会計期末の当社グループの総資産は13,349百万円となりました。これは、前連結会計年度末よ

り4,635百万円の減少であります。主な要因は、平成24年６月７日に実施した株式会社カンデオ・ホスピタリテ

ィ・マネジメントと株式会社溜池管財の２社の全株式の売却などにより建物及び構築物2,588百万円や土地554百万

円の減少などによるものであります。 

（負債） 

当第２四半期連結会計期末の当社グループの負債合計は10,851百万円となりました。これは、前連結会計年度末

より4,305百万円の減少であります。主な要因は、連結子会社でありました株式会社溜池管財を連結範囲から除外

したことなどによる短期借入金3,434百万円の減少によるものであります。 

（純資産） 

当第２四半期連結会計期末の当社グループの純資産合計は2,498百万円となりました。これは、前連結会計年度

末より330百万円の減少です。平成24年４月13日に払込完了した第三者割当増資による資本金及び資本剰余金の増

加526百万円と利益剰余金の減少857百万円の差額によるものであります。   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成24年６月７日に公表致しました業績予想を修正いたしました。詳細につきましては、本日発表の「平成25年

３月期第２四半期業績予想値の差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

   

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（減価償却方法の変更）   

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純

損失はそれぞれ63千円減少しております。   

  

提出会社が将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況その他提出会

社の経営に重要な影響を及ぼす事象（以下「重要事象等」という。）には、「継続的な営業損失の発生」「重要な営業

損失、経常損失、当期純損失の計上」「借入金の返済条項の履行の困難性」が存在します。当該重要事象等についての

対応策は以下のとおりであります。 

不動産事業においては、保有不動産の稼働率の向上に注力しつつ、返済計画の長期化への努力をしてまいります。同

時に、事業計画の目途が立たない更地や、収益性の低い物件の処分を進めてまいります。また、反転の兆しが見えてき

た不動産市場において、企画や仲介などの売上を増加させてまいります。 

また、ホテル事業においては、資産を保有しないホテルマネジメント事業やホテルフランチャイズ事業を一層積極的

に推進し、直営ホテル棟数の拡大を図ってまいります。そのための重要な施策として、震災復興事業従事者向けの中長

期滞在型宿泊施設『バリュー・ザ・ホテル』事業の展開を進めてまいります。また、東北地方以外のホテル受託の鈍化

懸念に対処するため、海外での展開や、管理方法の合理化などを進めてまいります。 

なお、今後の事業拡大及び迅速化のための資金につきましては、不動産事業による借入れが当社与信枠を圧迫してい

る現状において直接金融に頼らざるを得ず、株価動向に配慮した新株予約権付転換社債や新株予約権及び新株式の発行

などにより、調達してまいりたいと考えております。 

従いまして、当四半期連結会計期間の末日現在において、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないも

のと判断し、連結財務諸表の「継続企業の前提に関する注記」は記載しておりません。 

  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 675,164 217,627

受取手形及び売掛金 275,326 534,976

有価証券 279 279

商品 13,712 －

原材料及び貯蔵品 17,701 11,020

その他 595,467 301,161

貸倒引当金 △24,565 △330,955

流動資産合計 1,553,084 734,109

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,218,588 630,691

土地 3,894,144 3,339,747

その他（純額） 338,526 252,892

有形固定資産合計 7,451,259 4,223,330

無形固定資産   

のれん 44,766 44,592

その他 26,679 30,709

無形固定資産合計 71,445 75,302

投資その他の資産   

投資有価証券 34,914 36,823

投資不動産（純額） 8,220,150 5,598,341

不動産信託受益権 50,100 2,162,882

その他 614,131 547,993

貸倒引当金 △11,250 △29,962

投資その他の資産合計 8,908,046 8,316,076

固定資産合計 16,430,750 12,614,708

資産合計 17,983,834 13,348,817

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 81,406 27,472

短期借入金 7,002,701 3,568,533

1年内返済予定の長期借入金 2,714,094 4,486,123

未払法人税等 17,400 20,798

引当金 6,000 －

その他 938,635 629,289

流動負債合計 10,760,236 8,732,215

固定負債   

長期借入金 3,541,995 1,645,175

引当金 180,845 12,359

その他 673,441 461,316

固定負債合計 4,396,280 2,118,851

負債合計 15,156,516 10,851,066



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,877,619 6,140,578

資本剰余金 4,219,007 4,481,966

利益剰余金 △7,341,151 △8,198,381

自己株式 △2,962 △2,972

株主資本合計 2,752,513 2,421,191

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 10 －

土地再評価差額金 79,710 79,710

為替換算調整勘定 △6,316 △6,217

その他の包括利益累計額合計 73,404 73,493

新株予約権 1,400 3,068

純資産合計 2,827,317 2,497,751

負債純資産合計 17,983,834 13,348,817



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 2,997,986 2,837,297

売上原価 690,638 1,048,128

売上総利益 2,307,348 1,789,169

販売費及び一般管理費   

給料 357,823 358,542

地代家賃 497,374 463,208

のれん償却額 10,000 6,377

貸倒引当金繰入額 18,814 －

退職給付引当金繰入額 2,320 949

役員退職慰労引当金繰入額 17,430 －

その他 1,492,321 1,262,541

販売費及び一般管理費合計 2,396,082 2,091,617

営業損失（△） △88,734 △302,448

営業外収益   

受取利息 14,875 14,678

受取配当金 64 16

投資事業組合運用益 － 2,181

負ののれん償却額 6,204 6,204

預り敷金保証金償却益 11,668 5,834

その他 8,262 8,889

営業外収益合計 41,072 37,801

営業外費用   

支払利息 179,820 159,013

投資事業組合運用損 134,112 －

貸倒引当金繰入額 － 325,103

その他 11,731 49,312

営業外費用合計 325,663 533,428

経常損失（△） △373,325 △798,075

特別利益   

固定資産売却益 － 8

賞与引当金戻入額 14,432 －

負ののれん発生益 41,369 －

役員退職慰労引当金戻入額 － 169,270

債権譲渡益 － 45,627

特別利益合計 55,801 214,905

特別損失   

固定資産売却損 34,371 138,198

関係会社株式売却損 － 116,548

その他 4,077 256

特別損失合計 38,448 255,001

税金等調整前四半期純損失（△） △355,973 △838,171

法人税、住民税及び事業税 2,736 13,135

法人税等調整額 13,516 5,925

法人税等合計 16,252 19,059

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △372,225 △857,230

四半期純損失（△） △372,225 △857,230



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △372,225 △857,230

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △10 △10

為替換算調整勘定 △1,458 99

その他の包括利益合計 △1,467 89

四半期包括利益 △373,692 △857,140

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △373,692 △857,140

少数株主に係る四半期包括利益 － －



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △355,973 △838,171

減価償却費 201,279 172,100

投資事業組合運用損益（△は益） 134,112 △2,181

のれん償却額 10,000 6,377

負ののれん償却額 △6,204 △6,204

負ののれん発生益 △41,369 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 18,814 325,103

賞与引当金の増減額（△は減少） △19,496 △6,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,320 784

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 17,430 △169,270

株式報酬費用 － 1,668

受取利息及び受取配当金 △14,939 △14,694

支払利息 179,820 159,013

関係会社株式売却損益（△は益） － 116,548

有形固定資産売却損益（△は益） 34,371 138,190

売上債権の増減額（△は増加） 60,014 △357,351

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,251 9,343

仕入債務の増減額（△は減少） △34,395 27,044

未払金の増減額（△は減少） 29,345 93,440

その他 174,469 138,186

小計 384,346 △206,075

利息及び配当金の受取額 589 344

利息の支払額 △57,021 △307,630

法人税等の支払額 △8,913 △8,779

営業活動によるキャッシュ・フロー 319,001 △522,140

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △63,113 △60,830

定期預金の払戻による収入 70,567 －

有形固定資産の取得による支出 △41,332 △46,293

有形固定資産の売却による収入 58,642 －

無形固定資産の取得による支出 △3,440 △13,558

投資有価証券の取得による支出 △5,000 －

投資有価証券の売却による収入 10 －

投資不動産の売却による収入 － 300,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

100,115 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

－ △254,009

敷金及び保証金の差入による支出 △33,178 △17,999

その他 60,873 △5,647

投資活動によるキャッシュ・フロー 144,144 △98,336



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 － 100,000

短期借入金の返済による支出 △12,000 △236,168

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △9,271 △324,791

株式の発行による収入 － 525,917

配当金の支払額 △14 －

その他 － △19,523

財務活動によるキャッシュ・フロー △21,285 245,435

現金及び現金同等物に係る換算差額 △120 △113

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 441,740 △375,153

現金及び現金同等物の期首残高 411,533 517,161

現金及び現金同等物の四半期末残高 853,272 142,007



 該当事項はありません。   

   

当社は、平成24年４月13日付で、阿部裕二、築キャピタル㈱、㈱トーショウビルサービス、豊栄建設㈱、杉コー

ポレーション㈲、他17人から第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、第１四半期連結会計期間において

資本金が262,959千円、資本準備金が262,959千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において資本金が

6,140,578千円、資本準備金が4,481,966千円となっております。   

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅行業等を含んでおりま

す。 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。  

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅行業等を含んでおりま

す。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  （単位：千円）

  
報告セグメント 

その他 
（注） 

合計 
不動産事業 ホテル事業 計 

売上高           

外部顧客への売上高  745,407  2,248,461  2,993,868  4,118  2,997,986

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

 224,460  －  224,460  －  224,460

計  969,867  2,248,461  3,218,328  4,118  3,222,446

セグメント利益又は損失（△）  336,671  △156,729  179,942  △17,004  162,938

  （単位：千円）

利益 金額   

報告セグメント計  179,942

「その他」の区分の損失  △17,004

全社費用（注）  △251,672

四半期連結損益計算書の営業損失  △88,734

  （単位：千円）

  
報告セグメント 

その他 
（注） 

合計 
不動産事業 ホテル事業 計 

売上高           

外部顧客への売上高  775,292  2,054,385  2,829,678  7,620  2,837,297

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

 171,127  －  171,127  －  171,127

計  946,419  2,054,385  3,000,805  7,620  3,008,424

セグメント利益又は損失（△）  37,193  △98,554  △61,361  △13,504  △74,865



  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。  

   

（投資不動産の売却）  

 平成24年10月17日開催の当社取締役会において、当社が所有する固定資産の見直しを実施し、経営資源の有効

活用を図るため、賃貸用物件として所有していた土地の売却を決議いたしました。その概要は次のとおりであり

ます。  

１．譲渡する相手会社の名称   大和ハウス工業株式会社 

２．譲渡資産の種類      土地  

３．譲渡前の使途       駐車場  

４．譲渡の時期        平成24年11月２日  

５．譲渡価額          600,000千円 

  

（不動産信託受益権等の売却）  

 平成24年10月23日開催の当社取締役会において、当社が所有する固定資産の見直しを実施し、経営資源の有効

活用を図るため、賃貸用物件として所有していた不動産信託受益権等の売却を決議いたしました。その概要は次

のとおりであります。  

１．譲渡する相手会社の名称   大日食品株式会社 

２．譲渡資産の種類      不動産信託受益権等  

３．譲渡前の使途       ホテル  

４．譲渡の時期        平成24年10月31日  

５．譲渡価額          300,000千円（消費税含む） 

 なお、当社の完全子会社である株式会社衣浦グランドホテルが引き続きホテルの運営を行います。  

  

  （単位：千円）

利益 金額   

報告セグメント計  △61,361

「その他」の区分の損失  △13,504

全社費用（注）  △227,583

四半期連結損益計算書の営業損失  △302,448

（７）重要な後発事象
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